
バッキングの基礎知識
バッキングの基本スタイル
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バッキングとは？

エレクトリックギターの奏法

• バッキング 歌やリードパートの伴奏、コード中心

• ソロ リードパート、メロディ中心

バッキングの種類

• コードバッキング 和音を押さえながらのバッキング

• アルペジオ 分散和音によるバッキング

• 単音バッキング リフ、その他単音によるバッキング
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ローコードによるバッキング（8ビート）

× ×

アコギ同様、ダウン／アップのオルタネイトで弾くことが多い。

４小節目のコードチェンジ前のミュートはブラッシングで行う。
（ハイコードの場合では、このような場合ブラッシングを用いるが、
ローコードの場合は開放弦が混じる関係でブラッシングがしにくいため、
右掌を使ってブリッジミュートの要領で音を切る）



ハイコードによるバッキング（8ビート）

× ×

× ×

×

×
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アコギに比べテンションが弱いエレキはセーハが押さえやすく、
このようなハイコードでのバッキングも多い。

Dコードは薬指で3箇所押さえるので1弦はミュート、
6弦も人差し指でミュートのため、6本ピッキングしても４本しか音が出ない。

不要な音をミュートしながら弾く奏法はエレキらしいスタイル。



コードバッキング（ダウンストローク）

× ×

× ×

×

×
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ロック系では綺麗に聞こえるオルタネイトより、激しく聞こえるダウンもよく使われる。

ノリが強調されワイルドに聞こえる。



コードバッキング（パワーコード）
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このパターンはオルタネイトだが、ダウンオンリーで弾かれる事も多い。

ギターの歪みサウンドは倍音を多く含むため3度の音は濁る。特に60〜70年代の
機材では顕著だった（最近はきめ細かい歪みを出す機材も出てきたが）ので
パワーコードが使われた。

パワーコードはメジャー/マイナーの区別がなく初心者でも押さえやすく、
パンクなど演奏力が必要ないジャンルでも重宝された。



コードバッキング（ブリッジミュート）
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このパターンは8ビートではダウンオンリーで弾かれる事がほとんど。

16分ではオルタネイトになる事もある。（スピードが理由）

実音とミュート音の組み合わせでリズムを作る。ロックのバッキングの大定番。



コードバッキング（カッティング）
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実音とブラッシング音の組み合わせでリズムを作る。
ファンク、ディスコミュージック等、ブラック寄りのジャンル〜ポップスまで
幅広く使われる。

3度やテンションの音もよく使うので、あまり歪ませずにクリーンで弾くことが多い。



アルペジオ（ローコード/ハイコード）
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頭にベース音を弾いて、その後にコードの構成音を分散して弾く奏法。

他にベースパートがいれば必ずしもルートを弾かなくてもOK。

他のバッキングパートとの兼ね合いで高い音域で弾く事もあり、
その場合にはルートを省略する事も多い。

■ アルペジオ（ローコード）

■ アルペジオ（ハイコード）



単音バッキング（リフ）
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70年代のハードロックなどでよく弾かれたスタイル。

ボーカルと張り合うくらいギターの役割が大きく、
時にボーカルよりリフの方が印象的な楽曲もある。

ベースもユニゾンで演奏するスタイルが多い。



単音カッティング（ミュート）

©OTO×NOMA ©TEMPEST STUDIO ©️Sigeru Aoyama

ブリッジミュートしながら単音でカッティングするスタイル。
ミュートするかどうかはケースバイケース。

アタックが強調されるので、ディスコやAORなどリズミカルな曲に向いている。


